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看護部長便り ～A letter from Ozawatti～

暑中お見舞い申し上げます。国連から「地球沸騰」という言葉が使われるほどこの夏の暑さは厳しくなっています。皆さん、水分補給と休息をし

ながら日々をお過ごしくださいネ。

さて、6月に看護協会から「看護職の生涯学習ガイドライン」が公表されました。このガイドラインは、「人生100年時代に活躍する看護職の生

涯にわたる学びを支える羅針盤」とも言われ、看護職を取り巻く環境が変化する中、国民の健康に貢献する専門職であり続けることを目指して

検討されたものです。看護協会では今後、①看護職個人が必要な学習内容を選択し、自律的に学ぶことを支援、

②全ての看護職が学習できる機会を提供、③看護職個人が積み重ねてきた学びや経験を可視化し個人の

キャリア支援、という目的に向かって研修内容や受講履歴の管理方法等の検討を始めます。なお、介護職にも

当てはまる内容で、院内の教育にも影響してくると思われます。「人生100年時代に活躍する介護職の

生涯にわたる学びを支える羅針盤」とも読み替えて、情報提供していきますね。

看護部長 小澤
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研修のご紹介【教育担当者研修を7月17日に行いました】

三喜会 法人介護研修が開催されています

夏の介護実習がスタートします

8月から介護実習がスタートします。8月4日（金）から保健福祉大学の

介護実習、9月4日（月）からYMCA健康福祉専門学校の介護実習が

始まります。介護実習では実習指導者委員会メンバーで学生さんに向けた

勉強会を開催していく予定です。メンバー全員で作成した学習会を開き、

学校とは違った学びが得られることを期待しています。学生さんにとって忘れ

られない実習になればと願っております。病棟の皆様のご協力、よろしくお願

いします。

新人さんが入職して約５か月経過しました

特定技能実習生のお二人が牛丼をお届け

今年入職した新人さんが入職して約5か月経過しました。徐々に一人でできるケアなどが増え自信が

少しづつ付いてきているように思います。今回は新人さんの中から2階西病棟に配属となった看護師の

瀬戸優奈さん、介護福祉士の大口莉奈さん、工藤彩花さんにお話を聞いてきました。

「入職して4か月経過しましたが嬉しかったことなどはありますか？」と質問をしました！

瀬戸さん：寝たきりの患者さんが自分のケアに対して目を動かして反応してくれた時や文字盤を使って

「自信を持って」と言っていただいたことが嬉しかったです。

大口さん：患者さまから「ありがとう」など声をかけてもらえるととても嬉しくなります。

工藤さん：毎日やりがいを持てています。患者さまから「ありがとう」やコミュニケーションが難しい患者さまから

ケアに対して反応をもらえた時、嬉しくなります。

素晴らしいエピソードをありがとうございます。これからの成長にも期待しております。

次回は南館の新人さんへインタビューしていきたいと思います！

2016年から開催された三喜会法人介護研修は今年で8年目になります。
今年は全8回の開催となり、介護職員基礎研修～管理者研修まで様々な研修を準備しています。

昨年度はコロナ禍により中止になってしまった研修もありましたが今年度は順調に開催することができています。

7月21日（金）にはチームリーダー研修を開催しました。4階東病棟介護医療院の小玉科長を講師に迎え「虐待・権

利擁護」について講義をしていただきました。横浜新緑病院、ライフプラザ鶴巻、ライフプラザ新緑、デイサービス鶴巻、

鶴巻温泉病院から7名の職員が参加し活発な意見交換をしていました。違う施設の職員同士が話し合うことで新たな

発見や考えを見つけることはこの法人介護研修の魅力の一つでもあります。これからも魅力ある研修を予定していますの

で、もし興味がある方は教育専従の足立原までご連絡ください。

患者さま・利用者さまへ向けた「父の日イベント食」で吉野家の牛丼が
提供されました。おいしい牛丼を患者さまへお届けするためインド人特定
技能実習生のチャンドルさん、イラキヤさんが吉野家の制服に着替えてくれ
ました。二人ともとてもお似合いです！
ちなみにインドにも吉野家があるそうです。

写真左から工藤さん、大口さん、瀬戸さん

チャンドルさんイラキヤさん

皆さん、教育担当者という方をご存知でしょうか。教育担当者は新人の年間指導計画を立案し指導・評価を行ったり、
実地指導者や病棟職員に対して助言や指導を実施します。つまり病棟における新人指導の中心的役割を担う方を指し
ます。当院ではその役割を係長が担当しています。教育担当者はリーダーシップやコミュニケーションスキル、問題解決技法、
新人や実地指導者への精神的支援などの能力を身につけていることが必要となります。そこで今回は「論理的思考法」を
テーマに研修を行いました。ロジックツリーを用いた問題解決技法です。介護医療院の小玉達也科長が講師を務め、論
理的に考えるポイントをたくさん教授してもらいました。1日に渡って頭をフル回転させた研修でした。論理的思考に対して
苦手意識を持っている受講者も多かったですが「論理的に考えるヒントをもらった」「情報を収集しその原因は何か根拠を
持って説明したい」など学びを深めていました。新人指導以外でも活用できる研修となりました。

※小澤看護部長からの講話と学習会の様子


